
一
九
七
五
年
四
月
 
 

一
九
七
六
年
四
月
 
 

一
九
七
九
年
四
月
 
 

一
九
八
七
牛
四
日
 
 

一
九
八
九
年
四
月
 
 

一
九
九
二
年
四
月
 
 

二
〇
〇
一
年
四
月
 
 

二
〇
〇
二
年
四
月
 
 

一
九
四
三
年
膚
〔
）
月
十
五
日
 
 

一
九
五
九
年
四
月
 
 

一
九
六
三
年
四
月
 
 

一
九
六
五
年
四
月
 
 

一
九
六
七
年
三
月
 
 

山
九
六
七
年
四
月
 
 

一
九
七
〔
り
年
三
月
 
 

一
九
七
〇
牛
四
日
 
 

一
九
七
五
年
三
月
 
 

一
九
九
七
年
六
月
 
 

河
 
上
 
正
 
秀
 
教
 
授
 
 
略
 
歴
 
 

富
山
県
富
山
市
東
岩
瀬
町
に
生
ま
れ
る
 
 

富
山
県
立
富
山
高
等
学
校
入
学
 
 

東
京
教
育
大
学
教
育
学
部
教
育
学
科
入
学
 
 

束
京
教
育
大
学
文
学
部
哲
学
科
編
入
学
 
 
 

同
 
卒
業
 
 

東
京
教
育
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
倫
理
学
専
攻
修
士
課
程
入
学
 
 
 

同
 
修
了
 
文
学
修
士
取
得
 
 

東
京
教
育
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
倫
理
学
専
攻
博
士
課
程
入
学
 
 
 

同
 
単
位
取
得
退
学
 
 

博
士
 
（
文
学
）
 
取
得
 
（
筑
波
大
学
）
 
 

東
海
大
学
海
洋
学
部
非
常
勤
講
師
 
 

実
践
女
子
大
学
文
学
部
専
任
講
師
 
 

実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授
 
 

筑
波
大
学
助
教
授
哲
学
・
思
想
学
系
、
哲
学
・
思
想
研
究
科
 
（
博
士
課
程
）
 
担
当
 
 

筑
波
大
学
教
育
研
究
科
（
修
士
課
程
）
 
担
当
 
 

筑
波
大
学
教
授
哲
学
・
思
想
学
系
 
 

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
研
究
科
長
 
（
人
文
社
会
科
学
研
究
科
専
攻
長
兼
任
）
 
（
～
二
〇
〔
二
一
年
三
月
）
 
 

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系
長
 
（
～
二
〇
へ
〕
四
年
三
月
）
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研
 
究
 
業
 
績
 
 
 

著
 
審
 
 
 

『
哲
人
列
伝
・
西
洋
篇
』
 
（
聯
部
真
義
轟
）
 
 

彗
倫
理
思
想
1
】
新
し
い
思
索
を
求
め
て
』
 
 

『
ヨ
一
口
ッ
ハ
粕
神
史
』
 
 

『
行
ね
と
意
味
－
技
術
時
代
の
人
間
像
』
 
 

二
ハ
」
÷
四
年
四
日
 
 

同
 
 

二
エ
「
－
r
五
年
四
月
 
1
 
 
 

．
．
 
∴
牛
用
‖
 
 

一
門
 
 

八
年
 
 

一
九
九
九
年
L
円
 
 

二
 
J
 
一
月
 
 

二
 
 
三
隼
四
月
 
 

t
 
r
J
 
五
井
丁
四
日
 
 

筑
披
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
評
議
員
 
（
～
現
在
）
 
 

日
本
キ
ュ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
 
T
⊥
現
在
）
 
 

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
会
長
 
（
十
二
 
二
｝
四
年
三
日
）
 
 

倫
理
学
舎
監
事
 
（
～
二
＝
∵
四
年
三
月
）
 
 

日
本
 
 
 

日
本
倫
理
学
会
評
議
宙
二
～
現
在
）
 
 

国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
、
 
 

人
文
社
会
科
学
研
究
科
哲
学
・
思
想
専
攻
長
 
（
－
二
㌢
し
六
年
三
日
）
 
 

国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系
長
 
（
葡
職
）
 
（
～
二
亡
⊥
」
ハ
年
三
日
）
 
 

大
学
基
準
協
会
評
価
委
員
 
T
⊥
現
在
）
 
 

第
血
法
規
、
共
著
、
山
九
七
四
年
血
 
∵
月
 
 

自
由
書
覇
、
共
著
、
両
九
人
四
年
四
月
 
 

北
樹
出
版
、
比
ハ
著
、
一
九
八
六
牛
二
月
 
 

未
知
谷
、
単
著
、
一
九
九
三
年
十
月
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Ⅱ
 
 
 

『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
の
受
容
－
2
0
世
紀
初
頭
の
批
判
哲
学
と
実
存
哲
学
』
 
 

創
文
社
、
単
著
、
一
九
九
九
年
二
月
 
 
 

『
他
者
性
の
時
代
－
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
彼
方
へ
ー
』
 
 

世
界
思
想
社
、
締
・
著
、
二
〇
〇
五
年
四
月
 
 

学
術
論
文
 
（
主
な
も
の
）
 
 
 

「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
実
存
と
時
間
」
 
 

日
本
倫
理
学
会
締
『
倫
理
学
年
報
』
第
二
一
集
、
一
九
七
二
年
三
月
 
 
 

「
沈
黙
と
言
語
1
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
」
 
 

日
本
哲
学
会
締
『
哲
学
』
第
二
三
号
、
一
九
七
三
年
五
日
 
 
 

「
感
 
（
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
）
」
 
 

『
実
存
主
義
講
座
』
 
（
第
7
巻
）
 
所
収
、
理
想
社
、
一
九
七
三
年
十
月
 
 
 

「
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ュ
ー
ラ
一
に
お
け
る
 
（
苦
悩
）
 
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
 
 

『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
〇
集
、
一
九
七
八
年
三
月
 
 
 

「
仮
名
と
著
作
－
沈
黙
の
意
味
す
る
も
の
」
 
 

『
理
想
』
第
五
五
五
号
、
理
想
社
、
一
九
七
九
年
八
月
 
 
 

「
言
語
の
無
の
問
題
性
－
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
史
的
位
置
を
め
ぐ
っ
て
」
 
 

『
実
存
と
倫
理
の
探
求
壬
束
と
西
－
』
大
島
康
正
教
授
退
官
記
念
論
集
、
北
樹
出
版
、
 

九
八
二
年
一
二
月
 
 
 

「
ド
イ
ツ
今
世
紀
初
頭
に
お
け
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
の
影
響
■
受
容
の
局
面
（
1
）
」
 
 

『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
七
集
、
一
九
八
五
年
三
月
 
 
 

「
技
術
主
義
時
代
の
親
鸞
」
 
 

『
現
代
思
想
』
ざ
l
」
中
彗
青
土
社
、
一
九
八
五
年
六
月
 
 
 

「
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
道
具
分
析
と
技
術
論
」
 
 

筑
波
大
学
倫
理
学
研
究
会
絹
『
倫
理
学
』
第
六
号
、
一
九
八
八
年
三
月
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「
m
・
W
・
ア
ド
ル
ノ
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
論
－
ド
イ
ツ
今
世
紀
初
頭
に
お
け
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
の
影
響
・
受
容
の
局
面
（
2
）
」
 
 

筑
波
大
学
『
哲
学
・
思
想
論
集
』
第
一
五
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
 
 

「
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
の
受
容
－
ド
イ
ツ
今
世
紀
初
頭
に
お
け
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
の
影
響
・
受
容
の
局
面
（
4
）
」
 
 

筑
波
大
学
倫
理
学
研
究
会
編
『
倫
理
学
』
第
一
〇
号
、
山
九
九
二
年
一
一
円
 
 

「
ウ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
ヘ
の
ま
な
ぎ
し
－
（
倫
理
的
な
も
の
）
を
め
ぐ
っ
て
」
 
 

筑
波
大
学
 
『
哲
学
・
思
想
論
叢
』
 
第
一
七
号
、
一
九
九
九
年
一
月
 
 

「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
倫
理
‡
戦
後
日
本
の
受
容
史
断
面
」
 
 

筑
波
大
学
『
哲
学
・
思
想
論
集
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
一
年
三
日
 
 

「
実
存
か
ら
他
者
へ
！
レ
ゲ
ィ
ナ
ス
、
デ
リ
ダ
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
読
解
」
 
 

筑
波
大
学
『
哲
学
・
思
想
論
集
』
第
二
七
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
 
 

「
解
釈
と
生
－
近
代
日
本
の
 
（
実
存
）
受
容
の
一
断
面
」
 
 

筑
波
大
学
倫
理
学
研
究
会
綿
『
倫
理
学
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
 
 

ゴ
ー
e
買
s
t
O
r
y
O
こ
a
p
呂
e
S
e
R
e
c
e
p
許
n
O
f
遵
叫
訂
尽
賢
c
已
ぎ
芸
ぎ
 
 

N
i
e
－
s
C
a
p
p
e
－
琶
n
，
H
e
r
m
賀
n
D
e
u
s
e
r
賀
d
J
O
n
S
t
e
w
a
r
t
（
e
d
s
．
）
－
5
鼠
息
営
乱
 
 

哲
邑
叫
翠
芯
白
さ
篭
和
N
篭
心
．
≦
鑑
t
e
r
d
e
G
r
u
笠
e
♪
B
e
r
詳
＼
N
e
宅
ざ
r
k
一
N
茎
P
 
 

「
実
存
論
的
主
体
の
他
者
論
的
転
回
－
K
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
逼
ハ
同
的
人
間
の
役
割
に
お
け
る
個
人
』
」
 
 

筑
波
大
学
『
哲
学
・
思
想
論
集
』
第
三
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
 
 

「
非
同
一
性
の
主
体
性
－
実
存
思
想
以
後
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
読
解
」
 
 

『
理
想
 
特
集
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
・
今
』
第
六
七
六
号
、
理
想
社
、
二
〇
〇
六
年
三
月
 
 

「
キ
ル
ケ
ゴ
ゴ
ー
ル
 
『
現
代
の
批
判
』
 
と
わ
れ
わ
れ
の
現
代
」
 
 

松
木
英
一
編
著
『
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
展
望
』
（
橋
本
浮
先
生
退
 
 

職
記
念
論
文
集
・
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
没
後
一
五
〇
牢
記
念
論
文
集
）
、
関
西
学
院
大
学
 
 

出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
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Ⅲ
 
翻
 
訳
 
 

マ
ッ
ク
ス
・
シ
ュ
ー
ラ
ー
全
集
・
第
9
巻
『
社
会
学
お
よ
び
世
界
観
学
論
集
 
（
上
）
』
 
 

白
水
社
、
共
訳
、
一
九
七
七
年
一
一
月
 
 

『
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
講
話
・
遺
稿
集
』
 
（
第
7
巻
）
 
 

新
地
書
屏
、
共
訳
、
一
九
七
九
牛
山
一
月
 
 

G
・
シ
ュ
ル
テ
著
『
哲
学
の
ま
な
ぎ
し
』
 
 

富
士
書
店
、
共
訳
、
山
九
八
〇
牛
四
月
 
 

D
．
S
u
2
霹
O
s
t
u
n
d
≦
訂
s
t
 
（
鈴
木
大
拙
 
『
東
と
西
』
）
 
 

三
修
社
、
共
同
編
・
註
、
一
九
八
一
年
二
月
 
 

W
・
ヤ
ン
ケ
著
『
実
存
思
想
の
軌
跡
』
 
 

富
士
書
店
、
共
訳
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
 
 

Ⅳ
 
そ
の
他
 
 

「
技
術
の
風
景
に
件
む
人
間
－
哲
学
の
一
つ
の
視
角
」
 
 

『
医
の
統
合
Ⅰ
 
（
医
哲
学
）
』
日
本
医
事
新
報
杜
、
分
担
執
筆
、
一
九
八
二
牛
一
〇
月
 
 

「
医
師
と
患
者
－
そ
の
実
存
と
人
間
的
交
流
」
 
 

『
日
本
医
師
会
維
誌
』
ざ
】
．
岩
早
N
〇
．
「
日
本
医
師
会
刊
、
分
担
執
筆
、
一
九
九
〇
牛
 
 

四
月
 
 

「
キ
ュ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
何
を
学
ぶ
か
－
戦
後
日
本
に
お
け
る
（
主
体
性
）
の
変
貌
」
 
 

『
キ
ュ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
4
号
、
日
本
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
研
究
セ
 
 

ン
タ
ー
発
行
、
二
〇
∩
二
年
六
月
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